
1

1

少人数セミナーeラーニング入門

WebCTの利用

2007年11月12日

情報基盤研究開発センター 井上仁

This work is licensed under a Creative Commons Attribution-NonCommercial-ShareAlike 2.1 License. 
2

WebCTのバージョン

• 2007年度

移行期間(二システムを併用)
– WebCT Campus Edition 4.0
– WebCT Campus Edition 6.0

(Blackboard Learning System CE Enterprise)

• 2008年度

– WebCT Campus Edition 6.0
(Blackboard Learning System CE Enterprise)
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ログイン(2007年10月1日から)

http://webct.kyushu-u.ac.jp/
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マイホーム
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マイホーム

• 表示項目
– コース一覧
– 外部コース
– To Doリスト
– 今日の予定
– 今週の予定
– キャンパス連絡事項
– 成績表
– 個人ブックマーク
– キャンパスブックマーク
– ログイン中のユーザ

• 個人ごとのカスタマイズ
– レイアウト

– 表示項目

– 色の設定
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マイホーム
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マイ設定(プロフィールの設定)

• コースの教員と受講者は名簿により個人のプロフィー
ルを閲覧可能（どの情報を公開するかが指定可能)
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マイ設定

• マイプロファイルの編集

• 言語の選択

–日本語、米語、英語、ドイツ語、フランス語、イ
タリア語、スペイン語、オランダ語、フィンランド
語、スウェーデン語

• カレンダーの表示設定

• ディスカッションの表示設定

• メールの転送設定
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マイ設定（マイホームの言語設定)

10

マイ設定(コースの言語設定)
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WebCTのツール(1)
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WebCTのツール(2)
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WebCTのツール(3)
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WebCTにおける役割

• コース教員 （九州大学では、部局（学部・学府、学科レベルを割り
当てる)
– セクションを作成

– セクションにユーザを登録

• セクションデザイナ
– 教材作成の権限、評価や学生管理、学生履歴の参照不可

• セクション教員
– 教材作成の権限が制限、評価や学生管理、学生履歴の参照

• ティーチングアシスタント
– セクション教員の機能の一部

• 学生
– コンテンツを利用するだけ

• 聴講生
– WebCT上の最終成績を受け取れないだけ、実質学生と同様?
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各役割におけるツールの相違

• セクションデザイナ・・・ ビルドと学生表示のタブ

• セクション教員 ・・・ ビルドと学生表示のタブ
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学生の役割しかもたないコースとの相違

学生の役割だけ デザイナと教員の役割を所有


